
【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1

【行動目標】 2

SBO 3

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書

（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

30

　透析療法と看護

まとめと終講試験

　膠原病患者の看護

　白血病患者の看護
　　骨髄穿刺・骨髄移植・幹細胞移植

　白血病患者の看護

16

18

　慢性腎不全患者の看護

講義（阿部）

2

3

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学方法論Ⅱ
武田 みつい（実務経験者）
丸山　京子（実務経験者）

阿部　真由美（実務経験者）

8

セクシュアリティー機能障害の患者の看護
　セクシュアリティー機能障害とは　診察・検査時の援助

開講時期 単位数

後期 1

1

講 義 内 容

28

15

14

8

9

10

2

11

成人期にある人の主な疾患の看護の方法について、機能障害別に理解する。

成人期にあるセクシュアリティー機能障害の主な疾患の看護の方法について説明できる。

成人期にある生体防御機能障害の主な疾患の看護の方法について説明できる。

成人期にある体液調節機能障害の主な疾患の看護の方法について説明できる。

講義（丸山）

講義（丸山）

講義（阿部）

5

6

7

20

3

時間数

30

対象学年 講義回数

講義（阿部）

講義（阿部）

10

12

14

講義（武田）

講義（武田）

講義（武田）

講義（武田）

講義（丸山）

講義（丸山）

　子宮・卵巣摘出術を受ける患者の看護4

6

体液調節機能障害の患者の看護
　　検査と観察

教授方法・備考

講義（武田）

時間

2

4

筆記試験
担当教員ごとの試験とする

試験

1

3

3

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

　乳房切除術を受ける患者の看護

　乳房切除術を受ける患者の看護

　前立腺摘出術を受ける患者の看護

生体防御機能障害の患者の看護
　感染予防と生活指導

　腎機能低下に伴う症状の観察
　日常生活への影響

　急性腎不全患者の看護

講義（阿部）

成人看護学　急性期看護Ⅰ　概論・周手術期看護 　（改訂2版）　　林直子他　　南江堂　　2015
成人看護学　急性期看護Ⅱ　救急看護 　（改訂2版）　　佐藤まゆみ他　　南江堂　　2015
成人看護学　慢性期看護 　（改訂2版）　　鈴木久美他　　南江堂　　2015
系統看護学講座　専門Ⅱ　成人看護学４　血液・造血器　（14版）　飯野京子他　　医学書院
2015

13

12 24

26

15

22



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5
6

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

2 前期 2 45 23

成人期にある人の周手術期看護の方法について理解する。

外科手術の病態について概説できる。
外科手術を支える麻酔法・呼吸管理などについて概説できる。
術前・術中・術後の看護の方法について説明できる。

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学方法論Ⅳ(1-15回）
武田 みつい（実務経験者）
信永 美奈（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

2 4 2 麻酔法・呼吸管理・体液管理・輸血療法 講義（武田）

3 6 3
手術前患者の看護
　　外来の看護　ー検査、手術の準備

講義（武田）

集中治療室の看護の方法について説明できる。
脳・神経の手術を受ける患者の看護の方法について説明できる。
循環器・血管の手術を受ける患者の看護の方法について説明できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1
外科患者の病態　ー手術侵襲　炎症　　感染症
周手術期と看護の役割

講義（武田）

6 12 3
手術前患者の看護
　　グリセリン浣腸　呼吸訓練　弾性ストッキング

演習（武田）

7 14 3
手術期の看護
　　生じやすい問題　　看護の役割

講義（武田）

4 8 3
手術前患者の看護
　　入院から手術当日までの看護

講義（武田）

5 10 3
手術前患者の看護
　　入院から手術当日までの看護

講義（武田）

10 20 3
手術後患者の看護
　　術後合併症の看護

講義（武田）

11 22 3
手術後患者の看護
　　在宅療養への支援

講義（武田）

8 16 3
手術後患者の看護
　帰室時の看護　　手術後の回復を促進する看護

講義（武田）

9 18 3
手術後患者の看護
　　術後合併症の看護

講義（武田）

14 28 4 集中治療を受ける患者の看護 講義（武田）

15 30 5
脳・神経の手術を受ける人の看護
　　　　くも膜下出血

講義（信永）

12 24 3 手術後患者の看護 ＧＷ　演習（武田）

13 26 4 集中治療を受ける患者の看護 講義（武田）

成人看護学　急性期看護Ⅰ　概論・周手術期看護 　（改訂2版）　　林直子他　　南江堂　　2015
成人看護学　急性期看護Ⅱ　救急看護 　（改訂2版）　　佐藤まゆみ他　　南江堂　　2015

適宜配布

筆記試験90%　　演習参加状況10%



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5
6

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 前期 2 45 23

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学方法論Ⅳ(16－23回）
武田 みつい（実務経験者）
信永 美奈（実務経験者）

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

16 2 5
脳・神経の手術を受ける人の看護
　　　　くも膜下出血

講義（信永）

17 4 5
脳・神経の手術を受ける人の看護
　　　　くも膜下出血

講義（信永）

成人期にある人の周手術期看護の方法について理解する。

外科手術の病態について概説できる。
外科手術を支える麻酔法・呼吸管理などについて概説できる。
術前・術中・術後の看護の方法について説明できる。
集中治療室の看護の方法について説明できる。
脳・神経の手術を受ける患者の看護の方法について説明できる。
循環器・血管の手術を受ける患者の看護の方法について説明できる。

20 10 6
循環器の手術を受ける人の看護
　　　　大動脈解離

ＧＷ　（武田）

21 12 6
循環器の手術を受ける人の看護
　　　　大動脈解離

ＧＷ・講義（武田）

18 6 5 まとめ 講義（信永）

19 8 6
循環器の手術を受ける人の看護
　　　　大動脈解離

講義（武田）

22 14 6 腹腔鏡手術を受ける患者の看護 講義（武田）

23 15 終講試験 試験

成人看護学　急性期看護Ⅰ　概論・周手術期看護 　（改訂2版）　　林直子他　　南江堂　　2015
成人看護学　急性期看護Ⅱ　救急看護 　（改訂2版）　　佐藤まゆみ他　　南江堂　　2015

適宜配布

筆記試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学方法論Ⅴ
戎井　豊（実務経験者）

多賀　裕美（実務経験者）
小林　伸子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

緩和ケアの実践方法について説明できる。
日本における緩和ケアの展望と課題について自己の考えを述べられる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1・2・3
緩和ケアとは　　緩和ケアの歴史と現状
緩和ケアをめぐる倫理的問題

講義

2 前期 1 30 15

緩和ケアの概念、場、方法について学習を進め、がんを代表とする根治が困難な疾患患者の苦痛緩和の方
法を理解する。

緩和ケアをとりまく今日の状況を概説できる。
緩和ケアの場について概説できる。
緩和ケアにおける、倫理的課題について概説できる。

4 8 4
主要症状のマネジメントケア
オピオイド

講義

5 10 4
精神的ケア
社会的ケア

講義

2 4 4 ギアチェンジとは 講義

3 6 4
身体的ケア
症状緩和の考え方と実践

講義

8 16 4
家族のケアの実際
悲嘆　　遺族ケア

講義

9 18 4 段階別ケア 講義

6 12 4
スピリチュアルケア
終末期患者のコミュニケーション

講義

7 14 4 家族のケア 講義

12 24 4
看取りの実際
死について

講義

13 26 5
チームアプローチ
看護師の役割　　ストレスマネジメント

講義

10 20 4 段階別ケア 講義

11 22 4 看取りのケア 講義

成人看護学　緩和・ターミナルケア看護論　（2版）　　鈴木志津子他　　ヌーヴェルヒロカワ　　2011

筆記試験

14 28 5 終末期の看護 講義

15 30 まとめと終講試験 試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学方法論Ⅶ
武田 みつい（実務経験者）
阿部真由美（実務経験者）

成人期にある人の主な疾患の看護の方法について、機能障害別に理解する。

排泄機能障害の主な疾患の看護の方法について説明できる。
運動機能障害の主な疾患の看護の方法について説明できる。

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 後期 1 15 8

3 6 1
ストーマ造設術を受ける患者の看護
　　術前・術後、回復期の看護

講義（武田）

4 8 1
ストーマ造設術を受ける患者の看護
　　術前・術後、回復期の看護

講義（武田）

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1
大腸がん患者の看護
　　術前・術後、回復期の看護

講義（武田）

2 4 1
大腸がん患者の看護
　　術前・術後、回復期の看護

講義（武田）

7 14 2
頸椎損傷の看護
　　急性期・回復期の看護

講義（阿部）

8 15 まとめと終講試験 試験

5 10 2
頸椎損傷の看護
　　急性期・回復期の看護

講義（阿部）

6 12 2
頸椎損傷の看護
　　急性期・回復期の看護

講義（阿部）

11

12

9

10

15

成人看護学　急性期看護Ⅰ　概論・周手術期看護 　（改訂2版）　　林直子他　　南江堂　　2015
成人看護学　急性期看護Ⅱ　救急看護 　（改訂2版）　　佐藤まゆみ他　　南江堂　　2015

筆記試験

13

14



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4

回数 ＳＢＯ

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

2 前期 1 30 15

kanayama

生活行動に影響を及ぼす身体的・心理的・社会的な要因を説明できる。
老年期にある対象者の生活行動を説明できる。
老年期にある対象者の自立生活に向けた必要な看護を説明できる。

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

老年看護学方法論Ⅰ 金山　聡子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

2 4 2・3・4 高齢者における動くこと・高齢者とはを体験する 講義・演習

3 6 2・3・4 高齢者における動くこと・高齢者とはを体験する 講義・演習

老年期にある対象者に必要な看護を演習体験で述べられる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1 高齢者における身体的・心理的・社会的な変化 講義

6 12 1・2・3 高齢者における活動・生活環境・転倒予防 講義

7 14 1・2・3 高齢者における眠る・休息すること 講義

4 8 1・2・3 高齢者における話すこと・聞くこと（コミュニケーション） 講義

5 10 1・2・3 高齢者における活動の意欲・意味・発展 講義

10 20 1・2・3 高齢者における清潔を保つこと 講義

11 22 1・2・3 高齢者と廃用症候群 講義

8 16 1・2・3 高齢者における食べること 講義

9 18 1・2・3 高齢者における排泄すること 講義

14 28 1・2・3 人生をしめくくること 講義

15 30 まとめと終講試験 試験

12 24 1・2・3 日常生活機能の維持・向上 講義

13 26 1・2・3
高齢者と医療安全
高齢者と災害 講義

老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する　(改訂2版)　真田弘美他　　南江堂　　2016

生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図　（3版）　山田律子　　医学書院　　2016

筆記試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5
6

回数 ＳＢＯ

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

老年看護学方法論Ⅱ(1-15回） 金山　聡子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 前期 2 45 23

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1 老年期の主要な徴候・健康障害 講義

2 4 1・2 医療的援助・入院生活への援助 講義

老年期の主要な徴候と健康障害時の看護を理解する。

老年期の主要な徴候・健康障害への看護を説明できる。
高齢者における健康への回復を整える看護を説明できる。
検査・薬物療法・手術療法・リハビリテーションを受ける高齢者への看護を説明できる。
退院をする高齢者及び家族への看護を説明できる。
事例に基づいて看護過程の展開ができる。
老年期にある対象者に必要な看護を演習で実践できる。

5 10 1・2・3 高齢者の主な疾患と看護 講義

6 12 1・2・3 高齢者の主な疾患と看護 講義

3 6 2・3 検査・薬物療法・手術療法への援助 講義

4 8 4 退院に向けての援助 講義

9 18 6 排泄援助の実際　　（おむつ交換） 技術演習

10 20 6 車椅子への移乗動作と移動（事例にをもとに） 講義

7 14 1・2・3 高齢者の主な疾患と看護 講義

8 16 3・4 高齢者とリハビリテーション 講義

13 26 6 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える GW

14 28 6 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える GW

11 22 6 車椅子への移乗動作と移動（事例にをもとに） 講義

12 24 6 車椅子への移乗動作と移動（事例にをもとに） 技術演習

15 30 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える GW

老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する　(改訂2版)　真田弘美他　　南江堂　　2016

生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図　（3版）　山田律子　　医学書院　　2016

筆記試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5
6

回数 ＳＢＯ

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

老年看護学方法論Ⅱ(16-23回） 金山　聡子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

退院をする高齢者及び家族への看護を説明できる。
事例に基づいた看護過程の展開をできる。

老年期にある対象者に必要な看護を演習で実践できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

16 32 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 講義

2 前期 2 45 23

老年期の主要な徴候と健康障害時の看護援助を理解する。

老年期の主要な徴候・健康障害への看護を説明できる。
高齢者における健康への回復を整える看護を説明できる。
検査・薬物療法・手術療法・リハビリテーションを受ける高齢者への看護を説明できる。

19 38 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 講義

20 40 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 講義

17 34 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 講義

18 36 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 講義

23 45 終講試験 筆記試験

21 42 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 演習

22 44 5 大腿骨頚部骨折患者の看護を考える 演習

老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する　　(改訂2版)　　真田弘美他　　南江堂　　2016

生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図　（3版）　山田律子　　医学書院　　2016

筆記試験80%   授業貢献度（提出物・演習含む）20%



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

小児看護学方法論Ⅰ 小林　伸子（実務経験者）

既習の小児の成長発達の知識を基盤に、健康なこどものケアを理解する。

発達課題と家庭環境の関係について概説できる。
小児の発達段階に応じた生活のあり方、ケアについて概説できる。
こどもの事故防止について安全教育も含めて概説できる。
予防接種について、内容や方法を説明できる。
児童虐待の現状と防止について概説できる。

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 前期 1 15 8

3 6 2 発達段階に応じた健康な小児のケアの方法 講義

4 8 2 発達段階に応じた健康な小児のケアの方法 講義・演習

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1･3
発達課題と家庭環境のアセスメント
子どもの安全

講義

2 4 2 発達段階に応じた健康な小児のケアの方法 講義

7 14 5 虐待の防止 講義

8 15 終講試験 試験

5 10 2 発達段階に応じた健康な小児のケアの方法 講義・演習

6 12 4 予防接種 講義

新体系看護学全書　小児看護学①　小児看護学概論・小児保健　（5版）　　松尾宣武/濱中喜代
メヂカルフレンド社　　2013

小児看護学　子どもと家族の示す行動への判断とケア （8版）　　筒井真優美　　日総研　　　2016

筆記試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5
6

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

2 前期 2 60 30

健康障害をもつ児の病態生理、検査、治療、看護の方法を理解する。

小児の主な健康問題、障害の特徴と治療について概説できる。
小児の主な症状と看護について説明できる。
小児の健康段階の特徴と看護について説明できる。

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

小児看護学方法論Ⅱ（1-15回） 
影山 隆司（実務経験者）
川島英志（実務経験者）

淺田千加子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

2 4 1 主な健康問題、障害　感染症 講義(影山）

3 6 1 主な健康問題、障害　循環器 講義(影山）

小児の発達段階に応じた看護について説明できる。
健康問題、障害のある児に必要な看護技術について説明できる。
小児と家庭におこりやすい状況と看護について説明できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1 主な健康問題、障害　呼吸器 講義(影山）

6 12 1 主な健康問題、障害　事故・外傷・虐待・精神 講義(影山）

7 14 1 主な健康問題、障害　先天異常 講義(川島）

4 8 1 主な健康問題、障害　新生児 講義(影山）

5 10 1 主な健康問題、障害　消化器 講義(影山）

10 20 1 主な健康問題、障害　腎・泌尿器 講義(川島）

11 22 1 主な健康問題、障害　免疫・アレルギー 講義(川島）

8 16 1 主な健康問題、障害　代謝・内分泌 講義(川島）

9 18 1 主な健康問題、障害　脳神経 講義(川島）

14 28 1 子どもが病気になるとは 講義(淺田）

15 30 1 子どもの権利と看護 講義(淺田）

12 24 1 主な健康問題、障害　血液・造血器 講義(川島）

13 26 1 まとめと終講試験 試験（影山・川島）

新体系看護学全書　小児看護学②健康障害を持つ小児の看護　（5版）　 松尾宣武/濱中喜代
メヂカルフレンド社　　2013

小児看護学　子どもと家族の示す行動への判断とケア　（8版）　　筒井真優美　　日総研　　2016
写真でわかる小児看護技術アドバンス　　山本惠子　　インターメディカ　　2017

適宜配布

筆記試験
担当講師別に試験を実施する。

小児のケアに適したエプロンを各自で用意する



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5
6

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 前期 2 60 30

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

小児看護学方法論Ⅱ(16-30回） 
影山 隆司（実務経験者）
川島英志（実務経験者）

淺田千加子（実務経験者）

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

16 32 3 病気の経過と看護 講義

17 34 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

健康障害をもつ児の病態生理、検査、治療、看護の方法を理解する。

小児の主な健康問題、障害の特徴と治療について概説できる。
小児の主な症状と看護について説明できる。
小児の健康段階の特徴と看護について説明できる。
小児の発達段階に応じた看護について説明できる。
健康問題、障害のある児に必要な看護技術についてモデル人形で実施できる。
小児と家庭におこりやすい状況と看護について説明できる。

20 40 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

21 42 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

18 36 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

19 38 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

24 48 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

25 50 3・4
小児に必要な看護技術（コミュニケーション・プレパレー
ション）

講義

22 44 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

23 46 2･3･4・6 病気の子どもを理解した看護 ＧＷ

28 56
1・2・3・4・

5・6
小児に必要な看護技術（バイタルサイン・吸入・腰椎穿
刺）

演習

29 58
1・2・3・4・

5・6
小児に必要な看護技術（バイタルサイン・吸入・腰椎穿
刺）

演習

26 52 3・4
小児に必要な看護技術（コミュニケーション・プレパレー
ション）

講義

27 54 3・4 小児外来の役割と看護　　小児の安全と看護 講義

30 60 1～6 まとめと終講試験 試験

新体系看護学全書　小児看護学②健康障害を持つ小児の看護　（5版）　 松尾宣武/濱中喜代
メヂカルフレンド社　　2013

小児看護学　子どもと家族の示す行動への判断とケア　（8版）　　筒井真優美　　日総研　　2016
写真でわかる小児看護技術アドバンス　　山本惠子　　インターメディカ　　2017

筆記試験
担当講師別に試験を実施する。

小児のケアに適したエプロンを各自で用意する



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書

（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

母性看護学方法論Ⅰ ブロード裕子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

産婦の身体的・社会・心理的特徴を説明できる。
産婦の分娩進行に伴う心身の安全と安楽のための看護の方法を概説できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 2 妊娠期の身体的特性 講義

2 前期 1 30 15

新しい家族の誕生を望む女性とその家族に対する、妊娠前・妊娠期・分娩期の看護について学習する。

妊娠を望む女性の心理・社会的特徴を説明できる。
妊婦の身体的・社会・心理的特徴を説明できる。
妊婦の健康の保持増進への看護を説明できる。

4 8 1 母性の発揮を促す看護 講義

5 10 2
妊娠期における看護
　妊娠期の心理・社会的特性

講義

2 4 4 分娩の要素・分娩の経過 講義

3 6 1 遺伝相談・着床前診断・不妊治療 講義

8 16 2･3
周産期看護に必要な看護技術
(妊婦体験・レオポルド触診法・胎児心拍測定・腹囲/子宮底長
測定・妊婦体操)

講義・演習

9 18 2･3
妊娠期の看護
　妊婦に必要な保健指導

講義・GW

6 12 2
妊娠期における看護
　妊婦と胎児のアセスメント

講義

7 14 2･3
妊娠期における看護
　妊婦と家族の看護

講義

12 24 4・5
分娩期における看護
　産婦・胎児、家族アセスメント

講義

13 26 4・5
分娩期における看護
　産婦と家族の看護・分娩期看護の実際

講義

10 20 2･3
妊娠期の看護
　妊婦に必要な保健指導

講義・GW

11 22 4
分娩期における看護
　産婦の心理・社会的変化

講義

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学２　母性看護学各論　（13版）　　森恵美他　　医学書院　　2016
ナーシング・グラフィカ　母性看護学②　母性看護技術　（3版）　　横尾京子　　メディカ出版　　2016

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学1　母性看護学概論　（13版）　　森恵美他　　医学書院　　2016

筆記試験

14 28 4・5
分娩期における看護
　分娩期看護の実際

講義・VTR・演習

15 30 まとめと終講試験 試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

母性看護学方法論Ⅱ(1-15回） ブロード裕子（実務経験者）

母性の特性について生理学的・病理学的学に理解し、さらに精神的及び社会背景を学習する。また、妊産褥
婦と新生児に対する健康の維持と疾病の予防のための看護について学習する。

褥婦の身体的・心理的・社会的特徴と経時的変化を説明できる。
褥婦に必要な看護を説明できる。
新生児の身体的特徴および生理的変化と必要な看護を説明できる。
妊婦期・分娩期・産褥期・新生児期の異常とその看護を説明できる。
周産期看護に必要な援助技術方法を説明できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 後期 2 45 23

3 6 2 褥婦と家族の看護 講義

4 8 2 褥婦と家族の看護 講義

1 2 1
産褥期における看護
　産褥経過・アセスメント

講義

2 4 1
産褥期における看護
　産褥経過・アセスメント

講義

7 14 3 新生児の生理と機能 講義

8 16 3・4 新生児の診断/新生児の異常 講義

5 10 4 異常のある褥婦の看護 講義

6 12 4 異常のある褥婦の看護 講義

11 22 4
分娩の異常
　分娩の3要素に関わる異常・胎児の異常・産科処置・手術等

講義

12 24 4
産褥の異常
　子宮復古不全、産褥期の発熱、産褥血栓症、精神疾患等

講義

9 18 4
妊娠の異常
　ハイリスク妊娠・妊娠期の感染症・妊娠疾患・多胎・流早産等

講義

10 20 4
妊娠の異常
　ハイリスク妊娠・妊娠期の感染症・妊娠疾患・多胎・流早産等

講義

15 30 3
新生児の異常の看護
(低出生体重児・高ビリルビン血症児)

講義

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学２　母性看護学各論　（13版）　　森恵美他　　医学書院　　2016
ナーシング・グラフィカ　母性看護学②　母性看護技術　（3版）　　横尾京子　 　メディカ出版　　2016

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学1　母性看護学概論　（13版）　　森恵美他　　医学書院　2016

筆記試験

13 26 3
新生児期における看護
　新生児のアセスメント

講義

14 28 3 新生児の看護 講義



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書

（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

2 後期 2 45 23

母性の特性について生理学的・病理学的学に理解し、さらに精神的及び社会背景を学習する。また、妊産褥
婦と新生児に対する健康の維持と疾病の予防のための看護について学習する。

褥婦の身体的・心理的・社会的特徴と経時的変化を説明できる。
褥婦に必要な看護を説明する。
新生児の身体的特徴および生理的変化と必要な看護を説明できる。

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

母性看護学方法論Ⅱ(16-23回） ブロード裕子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

17 34 4 分娩時の異常の看護 講義

18 36 1・2・3 マタニテイサイクルにおける看護過程 講義

妊婦期・分娩期・産褥期・新生児期の異常とその看護を説明できる。
周産期看護に必要な援助技術方法を説明できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

16 32 4 ハイリスク妊婦の看護 講義

21 42 5
周産期看護に必要な看護技術
（新生児の身体計測・バイタルサインの測定・抱き方・排気法・
沐浴）

講義・演習

22 44 5
周産期看護に必要な看護技術
（新生児の身体計測・バイタルサインの測定・抱き方・排気法・
沐浴）

講義・演習

19 38 1・2・3 マタニテイサイクルにおける看護過程 講義

20 40 5
周産期看護に必要な看護技術
（新生児の身体計測・バイタルサインの測定・抱き方・排気法・
沐浴）

講義・演習

23 45 まとめと終講試験 試験

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学２　母性看護学各論　（13版）　　森恵美他　　医学書院　　2016
ナーシング・グラフィカ　母性看護学②　母性看護技術　（3版）　　横尾京子 　　メディカ出版　　2016

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学1　母性看護学概論　（13版）　　森恵美他　　医学書院　2016

筆記試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 前期 1 30 15

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

精神看護学方法論Ⅰ
戎井 豊（実務経験者）

五十嵐 薫（実務経験者）

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1 心を病むということ 講義(戎井)

2 4 2 主な精神疾患の特徴　統合失調症 講義(戎井)

精神を病むことの人生における意味を、疾患とともに当事者体験を通して理解する。

精神科で出会う人の病の体験から、適切な援助のあり方を考察する。
主な精神疾患の症状と特徴について概説できる。
主な精神疾患の治療方法について概説できる。
社会の中での精神障害の現状について概説できる。
ケアにおける対象者と看護職の人間関係の原則について概説できる。

5 10 2
主な精神疾患の特徴　認知症　アルコール依存症　薬
物依存

講義(戎井)

6 12 2 主な精神疾患の特徴　　てんかん　知的障害　発達障害 講義(戎井)

3 6 2 主な精神疾患の特徴　統合失調症 講義(戎井)

4 8 2 主な精神疾患の特徴　統合失調症・気分障害 講義(戎井)

9 18 3 主な精神疾患の治療方法　　身体療法　精神療法 講義(戎井)

10 20 3
主な精神疾患の治療方法　　精神療法　　行動療法
環境・社会療法　　集団精神療法　　家族療法

講義(戎井)

7 14 2 主な精神疾患の特徴　　神経症　　摂食障害 講義(戎井)

8 16 3
主な精神疾患の特徴　　パーソナリティ障害
治療論総論

講義(戎井)

13 26 5 ケアの人間関係 講義（五十嵐）

14 28 5 ケアの人間関係 講義（五十嵐）

11 22 4 社会の中の精神障害 講義(戎井)

12 24 5 ケアの人間関係 講義（五十嵐）

15 30 まとめと終講試験 試験

系統看護学講座　専門Ⅱ　精神看護学１　精神看護の基礎　(4版)　　武井麻子他　　医学書院　　2013
系統看護学講座　専門Ⅱ　精神看護学２　精神看護の展開　(5版)　　武井麻子他　　医学書院　　2017

筆記試験



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

精神看護学方法論Ⅱ(1-15回）
澤中 政道（実務経験者）
五十嵐 薫（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

精神科以外での精神看護についてその場と方法を概説できる。
精神看護に関わる看護職のメンタルヘルスの問題を概説できる。

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 2 1 精神科入院の意味 講義(澤中)

2 前期 2 60 30

入院、地域における精神看護の方法を理解する。

精神科入院治療の実際と看護の方法について概説できる。
精神科における身体のケアについてその方法を概説できる。
地域における精神看護の方法について概説できる。

4 8 1 治療的環境の要件 講義(澤中)

5 10 1 安全を守る 講義(澤中)

2 4 1 精神科入院の意味 講義(澤中)

3 6 1 治療的環境の要件 講義(澤中)

8 16 1 無断離院に対処する 講義(澤中)

9 18 1 回復を助ける 講義(澤中)

6 12 1 緊急事態に対処する 講義(澤中)

7 14 1 暴力に対処する 講義(澤中)

12 24 3 精神障害を持ちながら地域で暮らす人を支える 講義(五十嵐)

13 26 3 精神障害を持ちながら地域で暮らす人を支える 講義(五十嵐)

10 20 1 回復を助ける 講義(澤中)

11 22 精神障害を持ちながら地域で暮らす人を支える 講義（五十嵐）

系統看護学講座　専門Ⅱ　精神看護学２　精神看護の展開　（5版）　　武井麻子他　　医学書院　　2017

筆記試験

14 28 3 精神障害を持ちながら地域で暮らす人を支える 講義(五十嵐)

15 30 3 精神障害を持ちながら地域で暮らす人を支える 試験（五十嵐）



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】 1
【行動目標】 2
SBO 3

4
5

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

精神看護学方法論Ⅱ(16-30回）
丸山 由美子（実務経験者）
澤中 政道（実務経験者）
五十嵐 薫（実務経験者）

入院、地域における精神看護の方法を理解する。

精神科入院治療の実際と看護の方法について概説できる。
精神科における身体のケアについてその方法を概説できる。
地域における精神看護の方法について概説できる。
精神科以外での精神看護についてその場と方法を概説できる。
精神看護に関わる看護職のメンタルヘルスの問題を概説できる。

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 前期 2 60 30

18 36 2 拘束体験 講義(五十嵐)

19 38 2 拘束体験 講義(五十嵐)

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

16 32 2 精神科における身体ケア 講義(五十嵐)

17 34 2 拘束体験 講義(五十嵐)

22 44 2 精神病院見学 講義(五十嵐)

23 46 4 精神病院見学 講義(五十嵐)

20 40 2 拘束体験 講義(五十嵐)

21 42 2 拘束体験 講義(五十嵐)

26 52 5 精神科における身体ケア（睡眠の援助） 講義(五十嵐)

27 54 5 サバイバーとしての患者とそのケア 講義(五十嵐)

24 48 4 精神科の治療と身体ケア 講義(五十嵐)

25 50 4 電気けいれん療法の看護、身体合併症 講義(五十嵐)

30 60 まとめと終講試験 試験

系統看護学講座　専門Ⅱ　精神看護学２　精神看護の展開　（5版）　　武井麻子他　　医学書院　　2017

筆記試験

28 56 5 看護における感情労働と看護師のメンタルヘルス 講義(五十嵐)

29 58 5 災害と精神看護 講義(五十嵐)



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

3 前期・後期 2 90

実習要項による

実習要項による

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学実習Ⅰ 阿部　真由美（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

2

3

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

6

7

4

5

10

11

8

9

14

15

12

13

実習前には十分な事前学習を必要とする。



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
3 前期・後期 2 90

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学実習Ⅱ 武田 みつい（実務経験者）

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

2

実習要項による

実習要項による

5

6

3

4

9

10

7

8

13

14

11

12

15

実習前には十分な事前学習を必要とする。



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

成人看護学実習Ⅲ 金山　聡子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

3 前期・後期 2 90

実習要項による

実習要項による

4

5

2

3

8

9

6

7

12

13

10

11

実習前には十分な事前学習を必要とする。

14

15



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

老年看護学実習Ⅰ
金山　聡子（実務経験者）
堀　由美子（実務経験者）

実習要項による

実習要項による

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
2 後期 2 90

3

4

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

2

7

8

5

6

11

12

9

10

15

実習前には十分な事前学習を必要とする。

13

14



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

2 後期 2 90

実習要項による

実習要項による

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

老年看護学実習Ⅱ

丸山 京子（実務経験者）
武田 みつい（実務経験者）
阿部　真由美（実務経験者）
淺田　千加子（実務経験者）
ブロード裕子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

2

3

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

6

7

4

5

10

11

8

9

14

15

12

13

実習前には十分な事前学習を必要とする。



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
3 前期・後期 2 90

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

小児科看護学実習 淺田千加子（実務経験者）

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

2

実習要項による

実習要項による

5

6

3

4

9

10

7

8

13

14

11

12

15

実習前には十分な事前学習を必要とする。



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

母性看護学実習 ブロード裕子（実務経験者）

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

3 前期・後期 2 90

実習要項による

実習要項による

4

5

2

3

8

9

6

7

12

13

10

11

実習前には十分な事前学習を必要とする。

14

15



【概要　一般目標】GIO

【学習目標】
【行動目標】
SBO

回数 SBO番号

【使用テキスト】 〈書名〉 〈著者名〉 〈発行所〉 〈発行年・価格・他〉
教科書
（必ず購入）
参考書

その他資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

専門分野Ⅱ

科目名 担当教員名

精神看護学実習 丸山 京子（実務経験者）

実習要項による

実習要項による

対象学年 開講時期 単位数 時間数 講義回数
3 前期・後期 2 90

3

4

時間 講 義 内 容 教授方法・備考

1 内容は実習要項による

2

7

8

5

6

11

12

9

10

15

実習前には十分な事前学習を必要とする。

13

14


